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ハイブリッドと言えば、真っ先に思い浮かぶのは自動車だろ
うか。エンジンとモーターを組み合わせたハイブリッド車が
1997年に世へ出てからもうすぐ30年となるが、そのちょうど十
年後には、世界で初めての鉄道ハイブリッド車両が長野県の小
海線で営業運転を開始している。

首都圏にいるとなかなかお目にかかる機会はないが、轟音と
煙を上げて駅を発車するディーゼルエンジンを積んだ気動車が
少しずつ、スムーズかつ静かに発進するハイブリッド車両に置
き換わりつつある。自動車と同様、鉄道のハイブリッド車両も
エンジンとモーター、蓄電池の組合せは多様で、自動車でいう

BEV（バッテリ式電気車）、HEV（ハイブリッド車）、PHEV
（プラグインハイブリッド車）、FCEV（燃料電池車）に相当す
るハイブリッド車両が、路線環境に合わせて開発されている。
車種も多様で、ローカル線の気動車から主要幹線の特急列車、
貨物用機関車に観光リゾート列車まで、ハイブリッド車両の活
躍の場は広い。自動車の電動化では、海外との厳しい競争に晒
されているが、鉄道分野は世界の最先端を行っている。

週末、ハイブリッド車両をお目当てに遠出してみてはいかが
だろうか。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （H. Y.）
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